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アメリカ北部メソジスト監督教会海外女性伝道協会 (Woman'sFriend Missionary Society of the 
Methodist Episcopal Church、以下、 WFMSとUI各す)は、 i司教派教会の女性たちが 1864年にインド
に女性宣教師を派遣したことをきっかけに、 1869年にボストンで結成された。 WFMSは、立て続
けに 1871年に中国、 1874年に日本、 1885年に朝鮮に女性宣教師を送った。それぞれの派遣先で
はWFMSの協議会(たとえば、 KoreaWoman's Conference， ]apan Woman's Conference)が!?号かれ、
その下には宣教区 (District)が置かれたD そして、宣教区はいくつかの巡回所 (Circuit)に分か
れた。
WFMSは、 1938年、世界の 12ヵ国(一部はアフリカなどの地域)に 31の協議会を開いてい
た。同年の朝鮮協議会 (TheKorea Woman's Conference of the Methodist Episcopal Church、以下、
















Friωd (以 F、HWFと1鳴す)と肝'oman'sMissionary Friend (1896年 1月号に改称される。以下、
WMFとI各す)、 WFMSの連続刊行物(年次報告書など)である。次に朝鮮で各教派の宣教師たち
が共同で編集した雑誌 (TheKorea Mission Field、以下、KMFと1告す)やKWCMの連続刊行物(年
次報告書など)などを使う。
第 1章 アメ 1)カ北部メソジスト監督教会海外女性伝道協会の宣教地認識
第1節朝鮮認識
HWFの 1883年2月号に、 WFMSによる朝鮮宣教に関する意見が最初に語られた D そこでは、
当時、アメリカ人があまり知らない朝鮮女性の状況(低い地位、家庭生活、慣習など)について、
































ンゼ、ラー (HenryG. Appenzel1er)の妻として来朝し、 KWCMに所属したエラ.D.アベンゼラー























































































































































ミ旨~ l:j:t窪! 1:1本 ]1りif!.'.~:
1886 46，203 37，674 9.447 
1938-39 129.986.20 64，976.84 69.475.88 






:if カレッジ 仁i 初等学校 幼稚園 総教日iIi数学校数 学生数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 i頭数 i盟児数 宣教師 ネイティヴ
1:"国 4 377 38 2，524 163 1，805 6 2.212 41 840 
日本 3 612 6 2，656 20 1.242 25 306 
朝鮮 239 3 938 86 9.307 22 3.140 17 371 
注1)初等学校に併設されている幼殺菌の場合は、幼稚i語数にカウントされず、単設幼稚留のみが数えられている。
注2)カレッジの場合、 WFMS単独の他、各教派連合カレッジも含む。また、カレッジレベルの学護学校も含む。
*初等学校および幼稚屈は男子生徒・題児も対象になっている。出所:】匂rBooh 01 WFMS， 1939， p.148-159. 
WFMSが朝鮮で実施した女子教育の実態を見ると、 1938年現在、カレッジ l校(学生239人)、









より特筆すべき特徴は、女子高等教育を実施した点であるO 次の表3は、 1910年現在、 WFMSが
世界の宣教地で開いていた女子カレッジの現況である。ブルガリアのほかはすべてアジアで、合
計6校のカレッジまたはカレッジレベルの課程が開設された。朝鮮で、は、 1910年に梨花学堂に大






インド北部 6 8 7 165 
華仁|二l 3 3 10 
稲川 5 36 
西日本 7 
~D]fÐJ(: 3 7 
ブルガリア 2 9 59 





て多様に対応した。 1938年に WFMSの女子カレッジは、アジアにのみあり、合計 1校(単独2
































































































に高等教育へと、朝鮮における WFMS による女子教育は、拡大の一途を辿る。女子カレッジの I~f]
設に誰よりも貢献したフライ(L.E. Frey)は、梨花学堂の校長として、 1910年、女子カレッジ構


























































































(64 ) - 61-
女性宣教師による女子教育の受容について分析を深める必要がある。
注
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